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－患者様へのせき損広報誌― 

※今月寄稿していただいた 

金澤 啓さん撮影による写真 

です。 

新潟県十日町市松之山 松之山棚田 

福岡県福津市 津屋崎海岸 



 ベッドの高さの人生 

 

 

 

                             金澤 啓 

  「救出完了！」 

 その報告の声で、私の人生は再び時を刻み始めた。 

 ２０１０年９月７日午後１０時７分。小雨の中をかつての教え子中野救急隊長

の声が闇の中で疳高く響く。２台の救急車は、すでに４人を乗せてそれぞれの病

院に向かった後であった。待機中の最後の一台に乗せられ、私は飯塚市の麻生飯

塚病院救急センターに向かっていた。 

 四肢ともに自由を奪われた体ではあったが、車内の会話は冷静にとらえる事が

出来た。「中野です。わかりますか、家の方には娘さんと連絡がついています」 

 私は目を閉じたまま、かすかにうなずいた。体の表面は空気の動く気配にも突

き刺すような強い痛みに襲われていた。空白の時間が少し続いた頃、言葉には表

せない奇妙な感覚が体中に渦を巻いてきて、世界が次第に遠のいていった。 

 

  ドラマの世界 

 どこからだろうか。湿気を帯びた冷たい風が体に纏わりつくような気配で目が

覚めた。うす暗い電燈、だだっ広い仕切りのない部屋、人気を感じさせない倉庫

の真ん中。目玉の回転だけの視野からは、まるで死体置き場を想像させた。 

 「寒い」思わずつぶやいた。動くのは目玉と口だけなのだ。「お父さん大丈夫」

視野の外から娘の声がした。一瞬、ドラマは急展開して現実の世界がよみがえっ

てきた。 

「寒い、病院の人は？」看護師が足早に近づいてくる。「寒いんだよ、毛布が欲

しいな、それと痛み止めの注射をお願い」「もう少し時間を開けないと駄目です。

我慢して下さい」彼女が掛けてくれた毛布の重みで、心が少しずつ落ち着きを取

り戻していく。 

 ５人を乗せた乗用車は５メートル下の側溝に横向きに落ちて大破したとの状

況を娘から聞いた。後部座席にいて、落下の瞬間感じたとおりであった。 

 私の話し声に救急担当医らしい白衣の医師が近づいてきた。「先生、このまま

私はどうなるんですか」「緊急を要しましたので、下着類はハサミで切断して、

患者用のパジャマに替えました。外見上では骨折はありません。腕の傷は縫合し

ています。朝になったら、せき損センターに電話を入れます。入院が可能であれ

ば私が付き添って移動します。専門的な検査は向こうの病院にお願いします。」 

 早口の説明ではあったが、ベッドの行き先がわかってひとまず安堵した。と同

時にこれから始まるであろう予想のつかない未知の世界に不安が広がっていく。

宇宙に投げ出されたような、あてのないフワフワ感と同時に、ベッドの上の小さ

な社会で過ごすこれからの生活に、覚悟せねばならないと思った。 

 



  粗大ゴミ 

 昼頃、せき損センターに到着。第二の人生の始発駅である。 

 私は無機質な粗大ごみ。ごみ収集では不燃物の部類であろうか。９月８日午後

から検査が始まった。どこで、どんな検査があったのか、それからの一週間は、

排便の苦痛以外には、これといった記憶が残っていない。「考える葦」は、完全

に感性を無くした「粗大ごみ」として、検査と治療というベルトの上を転がされ

ていたに違いない。１２月１９日の退院までの記録は何もない。日記帳はすべて

空白のままである。 

 

  人間再生への道 

 入院二日目、４人部屋が急にあわただしくなった。移動用のベッドが横付けさ

れ、網かごのついたクレーンが運び込まれてきた。首を固定され、ゴム管や袋を

ぶら下げた粗大ゴミは網かごに移され、移動用のベッドに収まった。なんの感慨

もなかった。 

広く長い廊下、高い天井、腰から上しか見えない看護師。ベッドの高さから見

える景色は、さながらガリバー旅行記の世界であった。私はこの巨大な病院に恐

怖を覚えた。器具の錯綜したリハビリの会場は、建築現場の雑然とした感じと似

ている。 

「今日から私がリハビリを担当します。」若い好青年の礼儀正しい挨拶に、私

は初めて人間を感じた。「全く動かない私のどこをリハビリするの」「リハビリは

早いほど回復の効果が表れます。」「でも全く動けないんだよ」「今からどこが動

くのかを調べます」 

彼はベッドに上がり、私の体の探索を始めた。「金澤さん、右足首が少し動き

ます。右手の指が動きます。どうですか」私は目玉を右端に寄せながら右手の指

を動かしてみた。力を入れるとかすかに指が動いた。「動いた、動いたね。頼み

ます」。粗大ゴミが人間復活への道を歩み始めた瞬間であった。今日はここまで

にしましょう。彼は一礼して去って行った。ナースステーションの前の病室に戻

る間、私は明日からの闘病生活のあれこれを目まぐるしく考え始めていた。人間

再生への希望と欲が出始めていた。   

 

  ベッドの上は極上の世界 

 何週間経ったのだろうか。「あのね、そろそろ一人で食事の練習をしたいの。

ご飯を一口おにぎりにして、スプーンとフォークが欲しい」私は食事の自立を試

してみたかった。口を開けては、スープを流し込んだり、おかずとご飯の指示を

して食べるのではまるで３歳児ではないか。看護師は喜んで協力してくれたが、

これは大変難事業であった。自由に操れる右手の３本指だけでは、到底食器の移

動や確保は困難であった。ほめ上手に乗せられて私の生活は日毎に複雑になって

いった。 

 ある夕食の献立を見て給食婦さんに尋ねた。「この病院は農場を持ってるの、

だって献立にカリフラワーが多いね」「そう、農場で栽培してるの」「塩田や醤油

工場も欲しいね」彼女は笑いながら、だって美味しいでしょう、みんなもそう言



ってるよ。    

 整形外科の病室には内臓の悪い人はいない。食欲は旺盛なのだ。焼き肉や刺身

や酒の話は絶えなかった。食事を程よく残して、病院食堂で腹を満たす患者も少

なくなかった。私はそれだけはしなかった。食事は残さずに食べることにしてい

た。給食婦に褒められたかったのも少しはある。 

 最初のリハビリ師は、短期間で退職。後任は５０代の小柄な女性である。主任

と呼ばれるメガネの先生は、大型四輪駆動車を操って福岡から通勤していた。休

日には３本の洋画を見、余暇は読書三昧という理知的な人であった。車いすで送

られてきた私を腰に巻いた帯を片手に掴んで、軽々と起たせると見事に回転させ

てリハビリ台に移動させる。それはまるで軽業師のように身軽ですばやかった。

私は期待を込めて言った。「先生、車イスを自分で運転したい」「何をおっしゃい

ますか、車イスから自分で立てないでしょう。車イスに乗ってどこへ行くの」「朝

早く１階の売店に行くのです。」「そこで・・・？」「西日本スポーツは部数が少

ないので、すぐ売り切れるのです」 

 ホークスファンなのね、と言って女先生はケラケラ笑い出した。「いいでしょ

う、今日から両足で立つ練習をしましょう」私の車を平行棒に似た器具の前に止

めた。 

「両手で平行棒を握り、車イスから起ちましょう」私は驚いた。どう力を入れ

ても腰が持ち上がらない。立てないのだ。さあ練習よ、先生は車いすを固定させ

て、その場からいなくなった。手の握力も腕力も、体全体を支える足の力も、ま

るでなかった。 

 数分が過ぎ何とか腰を浮かせて起つことが出来た。立つだけで周囲の景色がま

るで違って見えた。今度は怖くて座れなくなった。 

 「どうしました、立てたじゃないの」｢先生、座れません」足も腕も手も、そ

して心もくたくたに疲れていた。何回立てたのと聞かれて、私は一本指で応えた。

先生は笑いながら、今日はここまでというと、迎えに来ていた看護師に私の車い

すを渡した。小さな一歩ではあったが、車いす運転の道筋が少し見えてきたのが

嬉しかった。それから数週間が過ぎていた。 

 秋風が舞い込む朝の談話室は心地よかった。金澤さんお客さんよ、と看護師さ

んの声がかかった。その頃病室は移動を繰り返し、看護師詰所から離れた場所に

あった。談話室に入ると写真グループ｢写友水巻｣の仲間が、にぎやかに迎えてく

れた。「金澤さん、車いすに乗れるの。良かったですね。」白髪の会長さんの笑顔

がそこにある。思いがけない珍客に私は黙って頭を下げた。「これ、私からのお

見舞い」手渡された箱を見て驚いた。「先生駄目ですよ、これ焼酎ではないです

か」「そうです。１２月２０日に会の忘年会をします。みんなの前で乾杯しまし

ょう｣。その言葉は予想を超えて私を奮い立たせた。何としても退院に漕ぎつけ

ねばならない。それは使命感に変わった。 

 その日の夜からリハビリの特訓を始めた。消灯時間が過ぎると病室を抜け出し

広い廊下に出る。車いすを捨て、長々と続く暗い白壁の手すりを両手で握り、蟹

の横這いよろしく狭い歩幅でたどたどしく歩き続ける。二病棟から廊下伝いに三

病棟を回る頃には汗ばんでくる。少し慣れてくると、左手一つで手すりを持ち、



体を前方に向けて足を交互に出して歩行する。疲れてくると膝の力が急に抜けて、

がくんと折れ曲がる。終了の合図である。初日は一周が限度だった歩行も、秋が

深まる頃には周る回数も歩行の速さも数段上達してきた。自信はさらに練習意欲

を高め、充実感が増してくる。 

 １２月に入ると、社会復帰に向けて諸検査やリハビリの内容が変化していった。 

 人間復活の終着駅がまじかに近づいていることを膚に感じてきた。でもするこ

とは山積している。階段の上り下り、坂道の歩行、車の運転･･･。退院日は１９

日と決定。 

 

  至福の時間 

 あれから九年の歳月が流れ、私は傘壽を超えた。今日は主治医の診察日である。

診察室の扉はいつも開いている。部屋に入ると「どう?お変わりない、写真は撮

りに行ってる？」満面笑顔で、明るい調子の言葉がテンポよく返って来る。私が

ほっと落ち着くひと時である。「貴方が入院した時、ご家族に話しました。なん

とか車いすで生活が送れるように努力しますから協力して下さいとね。ところが

貴方の回復は凄かった。私の患者さんの中ではダークホースだった。だからね、

こうして診察しながら『がんばってね』としか言いようがないのよね。だから好

きなこと、したいことは何をしてもよい。ただ転んだら終わりだよ」私を知り尽

くした方の最高の励ましである。同情やいたわりや、憐れみの言葉ではない。応

援者の優しさ、明るさが心の一体感をもたらしてくれる。私が「心の健常者」に

戻れるのは、唯一主治医と話している時である。昨年オリンピックブラジル大会

が連日テレビを賑わせた。中でもパラリンピックの凄さは、人間の極限の可能性

を見事に証明してくれた。優勝者の「私は障害を持っていることに誇りを感じて

いる」という気持ちに私はなれない。その成就感の裏には、その何倍もの挫折感

や困難体験を味わっているからである。障害を持つ苦しみは、必ずしも障害の大

きさだけでは測れない、人それぞれの苦しみや願望がある。その厚い壁に耐えら

れる「心の体力」が試されるのだ。今日ある私の「心の体力」は，この九年間せ

き損センターの人材スタッフによって培われてきた。この障害こそわが個性と誇

れる存在に私はなりたい。そのことでしかお礼の返しようがないからである。  

 

福岡県宮若市  



 車いすスポーツ紹介  ウィルチェアーラグビー 

                                 中央リハビリテーション部 

理学療法士  有地 祐人 

 

 車いすに乗って戦うラグビー！ 

 障がい者スポーツの格闘技！ 

 車いす同士のぶつかり合いが許された唯一の競技！ 

ウィルチェアーラグビーは、四肢麻痺者等（頸髄損傷や四肢の切断、脳性麻痺等で四肢に障害を持つ方）が、

競技できるチームスポーツとして考案されました。しかし、その激しさは障がいがあるとは信じられないほ

どです。ぶつかりあう姿はまさにラグビーそのもの！ 

観客を圧倒する力がある国際的なパラリンピックスポーツ競技です。 

 

 

▷チーム編成  

 ●男女混合の競技で 1チーム最大 12 名にて編成される 

  ●コート上には 4名が出場する 

  ●『ポイント制度』採用のためコート上４名の合計点は 8点以内となるチーム編成する 

  ●選手の交代には回数制限はなし 

▷競技時間  

 1 試合は第 1〜第 4ピリオドで構成され、1ピリオド 8分間 

  第 4 ピリオド終了時点で同点の場合は、3分間の延長戦で勝敗を決める 

▷ポイント制度  

 ●障害の程度によって各選手に持ち点が設定されている（クラス分け） 

  ●4 名中、女子選手が含まれる場合は 0.5 点の追加ポイントが許可される（最大４名で 10 点） 

 
０.５点きざみ 最大３.５点 最小０.５点 

障害が重いほど持ち点が小さい 障害が軽いほど持ち点は大きい 

ウィルチェアーラグビーとは？？？ 

競技の概要 

全国 12 チームが活躍しています！ 

Fukuoka Dandelion(福岡)、Okinawa Hurricanes(沖縄)、Freedom(高知)、HEAT(大阪)、 

横濱義塾(神奈川)、BLITZ(埼玉)、AXE(埼玉)、RIZE CHIBA(千葉)、TOHOKU STROMES(宮城)、 

北海道ビックディッパーズ(北海道)、SILVERBACKS(北海道)、神威(北海道) 



 

 

 

 

 

 激しくぶつかり合う競技用車いすは一見装甲車のような見た目をしている。 

 しかし、機敏な動きを可能にするため、タイヤは八の字型に取り付けられている。 

 攻撃型と守備型があり各選手の持ち点や役割により使い分けを行っている。 

主なルール 

競技用車いす 

 

 

 

 

 

 

●主に持ち点が大きい選手が使用 

●相手の守備から逃げるため凹凸が少ない 

●コンパクトで機動性を重視している 

攻撃型  

 

 

 

 

 

●主に持ち点が小さい選手が使用 

●相手の動きをブロックするバンパーが特徴 

●攻撃時に「壁」となり、道を作る 

守備型 

提供:車椅子ラグビーチーム横濱義塾 青陰琢磨 

http://yokohamagijuku.hustle.ne.jp 

 

 



 
                  外来師長 花岡 ゆかり

外来では、患者さんが気持ちよく安心して診療を受けていただけるように、接遇や待ち時間短縮に努

めています。初めて受診される方は、窓口①で診察手続きを行っていただきます。再来の方は受付機に

て手続きができます。受付が済まれた方は、外来受付⑩でお待ちいただきます。遠方から来院される方

の為に宿泊施設も併設していますので必要な方はご利用ください。また、外来受診方法や病状について

はお電話での相談も受け付けています。 

【整形外科問診票について】 

 初めて当院外来を受診される方は、まず受付①番で 

問診票を渡されます。問診票は、患者さんのお身体の 

状態を知るための大切な手段です。 

記入後は、外来受付⑩番で、看護師が問診票を基に 

現在のお身体の状態（痛みやしびれなど）や過去の 

手術歴や病気の治療歴、内服しているお薬など、  

患者さんへ聞き取りを行います。  

＊お薬手帳をご持参ください。 

また、お薬や食べ物、金属、ゴム製品、絆創膏などの 

アレルギーについてもお尋ねいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子・歩行器： 

正面玄関入口に、車椅子・歩行器を

準備しております。安全に診察を受

けていただくためご利用ください。 
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●女性泌尿器科外来 

 平成 29年 7月より女性泌尿器科外来が開設され、女性医師が担当しています。プライバシーに配慮し

て診察介助を行っております。 

頻尿や尿失禁など排尿に関する症状、血尿や膀胱炎など、何でもお気軽にご相談下さい。 

 

                                        

                                        

                  

 

 

 

●看護専門外来 

外来通院されている患者さんとご家族が安心して家庭生活を送れるように、専門的な知識・技術を持

った看護師が、他職種と連携しながら療養上の相談、指導、ケアを行う外来のことです。 

当院で入院や手術を受けられていない方でも、相談を受けることができます。まずは当院医師の診察

が必要となります。 

＜排泄ケア外来＞ 

皮膚・排泄ケア認定看護師が排泄に関する管理方法や日常生活のトラブルなどの対処方法につい

てサポートいたします。 

＜褥瘡ケア外来＞ 

認定看護師と外来看護師で、午後より褥瘡に対する処置・指導を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性泌尿器科担当医：牧医師 

毎週木曜日 

13：00～16：00 (受付は 15：00 まで) 

※第２木曜日は 14：00～ 

排泄ケア

外来担当 

尾下 美保子 

(皮膚排泄ケア認定看護師) 

外来日時 月・木・金 11：00～12：00 

火     13：00～15：00 

水     13：00～14：00 

場所 医療相談室（１階 総合受付横） 

連絡先 代表（0948－24－7500） 

初診相談： 担当 尾下 

再診予約：「受診予約」とお伝え下さい。 

 

 

 

外来スタッフ一同、皆様を

笑顔でお迎えし、安全に診

察を受けていただけるよ

う対応いたします。 



  

  

 

看護の日 イベントを開催しました 
 

近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、5 月 12 日に

「看護の日」が制定されました。 

その活動を今年は 5 月 19 日（土）二瀬公民館でイベントを開催しました。 

森山先生の「知って直そう身近な泌尿器科疾患」と題した講演から始まり、津上理

学療法士の「腰痛予防体操」、その後各相談コーナーでの個別相談を行いました。 

参加人数は 24 名と少なかったのですが、皆さん熱心に講演や体操に参加されてい

ました。 

また、今回は中央放射線部の尽力で骨密度測定の器械を借りて頂き、40 名近くの

方の検査をしてもらいました。 

こうしたイベントを通じて地域の方々にせき損センターを知り、身近に感じて頂き

たいと考えています。 

 休みの日にも関わらず、参加いただいた職員の皆さん本当に有難うございまし
森山泌尿器科医師による講演 

「知って直そう身近な泌尿器科疾患」 

津上理学療法士による腰痛予防運動 
 

 



 

   

   

各種相談窓口 

車いす試乗体験 

骨密度測定 
  

測定後には一人ひとりに放射線技師、看護師が測定結果の見方等について説

明を行いました。普段できない測定なのでできてよかった、今後の食生活を見

直していきたい、と大変好評でした。 

 

薬剤、リハビリ、看護等の相談窓口を設置しました。 



脊髄損傷者のための住宅リフォーム事例発表会 

 

 

 

医用工学研究室 植木 千尋 

 

医用工学研究室では、住宅リフォームに関して相談を受けています。これまで

のリフォーム事例をより多くの方へ紹介するために、「脊髄損傷者のための住宅

リフォーム事例発表会」を開催しています。2018 年 3 月に開催した事例発表会

についてご紹介します。発表会は、下記のプログラムで行いました。 

＜発表会プログラム＞ 

① 大規模リフォーム事例紹介(発表者：CRS 研究会※代表理事 武藤俊之さん） 

② 小規模リフォーム事例紹介(発表者：CRS 研究会※理事 神崎嘉博さん） 

③ 福祉用具展示品の体験、個別相談会 

【大規模リフォーム事例紹介】 

本稿では、大規模リフォーム事例紹介の一部をご紹介します。 

相談者は、10 代(相談時)の女性です。交通事故で頸髄を損傷し、当院で治療さ

れていました。退院後の生活を考えるにあたり、OT の先生を通じて医用工学研

究室へ相談がありました。話し合いを進めて、実家をリフォームする方向性に

決まり、医用工学研究室より CRS 研究会※へ相談し、施工業者さんを紹介して頂

きました。 

「自立できる家」をテーマに打ち合わせを行いました。ご本人、ご家族、PT・

OT の先生方、施工業者さん、医用工学スタッフで約 4ヶ月かけて打ち合わせを

行いました。工事期間は約 4ヶ月、工事費用は約 2400 万円の大規模リフォーム

でした。退院後、生活していく上で手直しや追加工事もありました。図の赤枠

で囲っている範囲がリフォーム工事した範囲です。「自分でできることはなるべ

く自分で」という思いから、駐車スペース・家の出入り・トイレ・浴室をプラ

ンし、さらに料理・洗濯・パソコンなど勉強・収納もなるべく楽にできるよう

にプランしていきました。特にトイレ・浴室のリフォームは、ご本人・OT の先

生と何度もシミュレーションを行い、体の向きやスペースを検討しました。ま

た、ご家族も使いやすい様な間取りを考えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図）左側は、リフォーム前の図面。右側はリフォーム後の図面。 

左写真は、リフォーム前の勝手口。中央写真は、リフォーム後の玄関。車い

すのまま乗って段差を昇降する機械を設置。右写真は、リフォーム後の玄関

内部。室内用車いすに乗り換えるため、ベンチを設置。 

ご本人の寝室に、専用の

トイレと洗面台を設置。

右側スペースは、導尿用

汚物流しと洗面化粧台。

左側スペースは、排便用

トイレを設置。トイレ奥

は、浴室へとつながる間

取り。部屋との間仕切り

にはカーテンを利用。 



ご本人、ご家族は思っていた以上に自立できることを実感され『これからの生

活の不安が希望に変わった』との声を頂いております。 

退院後の生活環境を考えるにあたり、退院前に準備することと、退院して生活

をしていく上で準備していくことがあります。体の状態や生活環境は一人ひと

り違いますが、これまで退院された方の事例を見て、参考にして頂ければと思

います。このような事例発表会は定期的に開催を予定しています。同時に、ベ

ッド・リフトなどの福祉機器や、トイレ・洗面化粧台などの水まわり設備の展

示会なども予定しています。開催日程が決まりましたら、チラシやポスターな

どでお知らせします。機会がありましたら、参考までにぜひご参加ください。 

また、医用工学研究室の住宅リフォーム相談では、自宅の調査・改修プラン

の作成・図面の作成・施工業者やケアマネージャーとの打ち合わせ・福祉用具

のお試しなど行っています。不安なこと、分からないことなどありましたら、 

気軽に相談にお越しくだ   

さい。PT・OT の先生方、

看護師、MSW の先生方と 

協力して、お手伝いして 

いきます。 

 

 

 

 

 

※CRS 研究会について 

「NPO 法人ケアリフォームシステム研究会」の略称です。 

「NPO 法人ケアリフォームシステム研究会」は、障がい児・障がい者・高齢

者とそのご家族の立場を第一に、本人の自立・自律を目指し、介護者の負

担を軽減するため、福祉機器の活用や住環境の整備によるケアリフォーム

システムの普及活動を行い、保険福祉の増進に寄与する事業者(建築関係業

者)の団体です。全国に 46 社の会員企業があります。 

詳しくはホームページでご覧いただけます。 

2018年 3月に開催した事

例発表会の様子です。多

くの方に参加して頂きま

した。ありがとうござい

ました。 

患者様へのせき損広報誌『はなみずき』では、患者様からの記事を募集しています。

記事の投稿はお気軽に当センター職員までお声かけください。 

ご意見・ご要望等ございましたら、ふれあいポストまでお寄せください。 

 

 
独立行政法人労働者健康安全機構 総合せき損センター『はなみずき』 編集・発行：総合せき損センター広報委員会 


